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　令和２年度一般会計の歳入決算額は前年度比13億3,867万円増の76億6,493万
円となり、歳出決算額は前年度比15億3,873万円増の70億2,713万円となりました。
　また、ふるさと納税事業、産地パワーアップ事業補助金、高度無線環境整備推進
事業負担金など、13事業の翌年度への繰越額は５億893万円となりました。歳入・
歳出の大幅増の要因は、新庁舎建設工事や消防庁舎増改築工事の実施、特別定額給
付金の給付、新型コロナウイルス対策に係る費用によるものです。
　基金残高は一般会計と特別会計を合わせて34億7,515万円で、前年度より１億
4,813万円の減少となりました。一般会計の地方債残高は46億6,541万円で、前
年度より５億8,810万円の増加となりました。

　中札内村議会９月定例会は、９月９日に招集され、
会期を17日までの９日間とし、９日には意見書２件、
報告１件、議案11件を審議し、原案どおり可決しました。
　また、令和２年度各会計決算の認定６件については、
13日と14日の２日間、本会議で審議され、全て認定さ
れました。
　17日には、請願１件を採択し、追加提案の報告１件、
議案１件を審議し、原案どおり可決しました。
　その後、５人の議員が一般質問を行い閉会しました。

六花の森イベント事業補助金　70万円
◆「ロッカノヨル」の目的は

村民から名前を変えてでも六花の森でイベントをやるのかという声があるが、行う意味は。
村の観光施設として、全国的にも知名度が高い企業が行っている観光施設でもあるので、この知名度を生かして
村外からたくさんの方を呼び込みたいという考えである。一般の公園とはその部分が大きな違いだと考えている。

北海道十勝地域と東京たいとう・すみだ連携交流事業　34万円
◆活動の内容は

どのような事業が行われているのか。
十勝地域と東京の台東区、墨田区共同で双方の地域資源を使いながら、食文化やスポーツ・アウトドアにおける
新たな事業を展開していくもの。昨年度はコロナの影響で予定事業を実施できずに、オンラインクッキング教室
や十勝産品を活用したメニューを開発して、東京都内の飲食店で提供いただいている。

まつり振興事業補助金　75万円
◆補助金の効果は

どのような効果があったのか。
昨年度はコロナの影響もあり、上札内の花火の１件に対して補助している。地域住民からの協賛を得て、ボラン
ティアとして活動されていて、地域づくりに貢献されている事業だと考えている。

地方バス路線維持対策補助金　829万円
◆補助金が上昇した要因は

地方バス路線維持対策補助金について、令和元年度に比べて増額となっているが、要因は。
大きな要因としては、コロナの影響による乗客数の減少である。また、乗客数の減少に伴って、国・道からの補
助金がカットされている。

高齢者民間バス交通費　141万円
◆政策の効果は

高齢者に対する路線バス助成を昨年８月から始めているが、利用率は
　　増えているのか。
昨年度の実績として、107人が利用されている。正確なことは分から

　　ないが、増えたのではないかと思っている。

コミュニティバス運行管理委託　907万円
◆コミュニティバスの利用状況

令和２年度のくるくる号の利用者は増えているのか。
市街地では１日あたり20名が利用していて、前年度とほぼ変わらない状況である。農村部では７名で昨年度より
大きく減っている。今年度に入り、利用者は増えてきている状況にある。

ふるさと応援寄附金　７億5,983万円
◆ふるさと納税返礼品の状況

ふるさと納税の関係で、発送が滞っていた返礼品の状況は。また、今後の見通しは。
豚肉の発送状況については、現在２か月待ちの状態。今後は１か月以内に順次発送できる見込となっている。

◆支援サービスの増額の要因
ふるさと納税支援サービス使用料が昨年と比較して倍ぐらいに増えているが要因は。
この使用料は管理システムの使用料とサイトの使用料である。管理システム使用料については、令和元年度は年
度途中から導入していることから、令和２年度は増額となっている。サイトの使用料については、『ふるさとチ
ョイス』のサイトにおいて、令和元年度は定額であったが、令和２年度から寄附額に応じたものに変更となった
ことから、サイト使用料が増額している。

「ロッカノヨル」村民の声

他町村との交流事業

村内行事への補助

交通政策の実績

ふるさと納税
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令和２年度中札内村決算審査
決算認定審査での質疑の主なものを紹介します。

９月定例会

　議会が、一会計年度の歳入歳出予算の執行実績である決算について、その内容を
審査した上で、収入・支出が適法かつ正当に行われたかどうかを確認するとともに、
各種資料に基づいて、その行政効果や経済効果を測定し、当該年度に何が達成され
たかを住民に代わって審査すること。
　審査の結果は後年度の予算編成や行政執行に活かされるよう行政に働きかける。

◆マイナンバーカードの使い道は
マイナンバーカードの発行枚数は増えていて、身分証明書や確定申告等で利用できるが、他で利用できるものは
あるのか。
今後、保険証などとして活用できるようになる。一部の自治体では行政手続きのオンライン申請や市町村で発行
するサービスのカードと一体化しているところもある。他にはコンビニでの証明書の発行もあるが、今後検討し
ていきたい。

特定不妊治療費　71万円
◆ＰＲはどのように
特定不妊治療費の助成について利用者が増えているが、どのようにＰＲしているのか。
医療機関からの情報提供がメインになっている。帯広に不妊治療専門医療施設が開設されたことや国の助成が拡
大されたことが利用者の増加の要因である。

新・元気な畑づくり事業補助金　428万円
◆浸透ますの設置
浸透ますの設置について、令和２年度は５件と減ってきている。まだ、設置の希望者はいるのか。
希望者は少なくなってきている。アンケート調査では、３戸が４基設置したいとの希望がある。

　　今後、農業の発展方策のアンケート調査を行う予定で、引き続き、新・元気な畑づくり事業のメニューとするか
どうか検討していきたい。

◆新しいメニューについて
新・元気な畑づくり事業のメニューについて、小規模土地改良事業に限定するのではなく、もう少し緩めても良
いのでは。
現段階でも、耕地防風林の苗木に対しても補助している。小規模土地改良事業の枠に捉われない形で、農協と協
議をしながら制度設計していきたい。

牧場管理委託　１億6,316万円
牧場使用料　１億2,923万円（歳入）
◆委託料と使用料の差額を比較

大規模草地育成牧場の委託料が増えてきていて、使用料との差が3,000万円近くになってきているが、村として
どのように考えているのか。
牧場の運営に係る費用と使用料が当然イコールであるべきと考えている。酪農家の皆さんと十分協議をしながら、
出来るだけ均衡が図れるような使用料の算定にもっていけるよう努力をしていきたいと考えている。

◆村企画事業における配慮
座談会等において子育て世代が参加しやすいように、子ども同伴を
可能するとか、託児の希望をとってみては。
昨年度から託児の用意を始めている。

　　参加者からは好評をいただいていて、今後も参加しやすい環境づく
りを考えていきたい。

◆子育て世代包括支援センター（令和２年度新設）
相談や来所の利用状況は。
母乳相談や離乳食について相談がメインであるが、訪問件数が69件、
来所数が55件、子育て支援センターへの訪問事業で10回、19名に対
応している。

マイナンバーカード

不妊治療への補助

新・元気な畑づくり事業

大規模草地育成牧場

子どもを育てやすい環境を
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飲食応援クーポン事業交付金　322万円
◆クーポンの使用率は

飲食店応援クーポン事業交付金について、使用率はどれぐらいか。
使用率は83.9％となっている。

道路維持補修工事　7,360万円
◆道路のクラック補修に対する検証結果は

道路補修に対して検証するということであったが、検証した結果は。
業者と協議をした結果、一つの工法で全ての路線を修復できるものではなく、従前の工法しか打つ手はないのか
なと考えている。また、コールタールで表面を埋めることにより砂利層、路盤への浸水を抑える効果があると考
えている。

道路維持委託　3,633万円
◆もう少し広く除草を

道路の除草について、道路から１メートルぐらいまでしか除草をしていない。交差点では見えづらい、見通しが
悪い箇所もあるが、対処方法はないのか。
年間、２回の除草をしている。現在、除草をしている小型ロータリー除草車では路肩部分と若干の法面までしか
届かない仕様である。今後、道路維持業者と何らかの対策を取るよう協議していきたい。

浄化センター維持管理費　6,377万円【公共下水道事業特別会計】
◆浄化センター管理費の消耗品の増加要因は

決算額が昨年度と比べて大きく増額となっているが、増額となった要因は何か。
沈降剤の購入が大幅に増えていることが要因であり、約２倍になっている。解消するには、要因である浄化セン
ターに入ってくる汚水の状況を改善、大口利用者に企業努力で解消してもらわなければならないかなと考えている。

◆利用状況は
多目的運動施設の現在の利用実績について確認したい。
年々利用は増えている。主にゲートボール協会の利用であるが、保育園のサッカー教室、野球少年団、サッカー
少年団などが利用している。

◆避難情報の周知方法は
避難が必要な場合の村民に対する周知方法は。
情報無線、メール配信、ＬＩＮＥによる周知、広報車な
ど、あらゆる方法で周知をしていきたい。

◆新型コロナウイルス感染の搬送は
新型コロナウイルス感染、あるいは疑いがある方で、緊
急搬送された方はいたのか。また、保健福祉部門との連
携はどのように行っているのか。
熱中症で搬送された方はいたが、新型コロナウイルスに
感染し搬送された方はいない。また、保健福祉部門との
連携については、保健所と消防局との連携の中で救急搬
送の体制を整えて、搬送している状況にある。

防災用備品　306万円
◆発電機の配置について

発電機を７台購入して、うち３台を各小中学校に配置し
たとのことだが、避難場所等には配置されているのか。
避難所が開設された段階で、発電機を配置するようにし
ている。

コロナ禍における経済対策

村道維持に向けた取り組み

住民目線の整備を

汚水処理について

村内施設の現状

防災・減災・救急の状況

＃中札内消防署
インスタグラム開設

　決算審査では防災に関する質疑がいくつかあ
りましたが、本村での防災意識強化に向けた取
組みを紹介します。
　中札内消防署ではＳＮＳを用いて防災情報等
の発信をしております。
　ＱＲコードをお手持ちのスマ
ートフォンのカメラで読み込ん
でいただければスムーズにフォ
ローができます。
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ＧＩＧＡスクールサポーター派遣委託　268万円
◆具体的なサポート内容は
ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援事業の具体的な
サポート内容は。
各学校にタブレットが配置されたことから、教職員に
対する操作研修や操作等の打ち合わせ、タブレットの
設定、活用マニュアルの作成などを行っている。

メール配信システム使用料　13万円
◆メール配信の活用状況は
昨年度は臨時休校等もあり、メール配信が有効に活用されていたと思うが、具体的な活用状況は。
臨時休校、コロナの関係、雪の関係、不審者情報などで有効に活用できている。また、学校ごとの配信もでき、
中学校では部活動単位でも配信が可能である。

エアコン設置工事（３校分）　115万円
◆教室へのエアコン設置は
各学校の保健室にエアコンを設置したとのことだが、他の町村では全教室にエアコンを設置する動きもあるが、
第７期まちづくり計画では検討しているのか。
第７期まちづくり計画においては、各学校の改修について、いつ行うか協議をしていない。将来的には改修時に
入れていかなければならないと思っている。

スクールバス運行管理費　2,560万円
◆スクールバスの更新は
スクールバスについて、一番古いバスでは導入後
20年ぐらい経過している。更新予定について確
認したい。
本来であれば更新の時期に来ているかもしれない
が、走行距離が普通の路線バス等と比較すると、
まだ大丈夫な状況であることから、購入を計画し
ていない。修繕で対応している状況である。

本会議で決算認定審査の結果、各会計決算は可決され認定されました。
決算質疑の内容が、本年度の事業及び令和４年度予算へ反映され、よりよいまちづくり
へと発展するよう、議会としても引続きチェック機能を発揮していきます！

校務支援システム使用料　223万円
◆校務支援システムの評価は
今年度導入した校務支援システムについて、教職員が使ってみての評価は。
導入してまだ１年ということもあり、単純な業務については問題なく使えているが、統一的に使えていない部分
もあり、今後委託業者と調整して、使い勝手のいいものにしていきたいと考えている。

環境性能割交付金　654万円
◆環境性能割交付金の減少要因は
環境性能割交付金が当初予算に比べて大きく減額と
なっているが、要因は何か。
自動車の販売台数が減ったことによるものである。
また、ハイブリッド車や電気自動車など環境性の高
い自動車についての税率が低いことも要因である。

誰ひとり取り残さない教育へ

安心・安全な教育環境を

長寿車両のこれから

教職員の働き方改革

国庫補助金の歳入状況
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一般質問（５人の議員が登壇！）

一般質問 とは？
　議員が村政全般にわたり、執行機関（村長・教育長）に対して事務の
執行状況及び将来に対する方針等について所信をただし、あるいは報告、
説明を求め、疑問点をただすことです。
　年４回開かれる定例会でのみ行われます。

・質問者が一括質問方式、もしくは一問一答方式を選択します。
・１人につき90分の時間制限があります。
・原則として、通告書の提出順に質問します。

※議会だよりでは、紙面の都合により内容を要約して掲載しています。
　詳しい内容はYouTube での議会中継や、会議録をご覧ください。

　森田村長　村内では十分恵まれた地域

大和田議員　交通問題の解決をときわ野地区周辺の
交通アクセス状況について

〈
大
和
田
議
員
〉
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〈
森
田
村
長
〉

①
横
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は
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進
め
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必
要
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、
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数

や
交
通
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、
今
あ
る
信
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設
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。

②
遊
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、
整
備
を
行
う
と
国
道

を
渡
っ
て
良
い
と
い
う
扱
い
に
な

っ
て
し
ま
う
。

③
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、
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予
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。
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わ
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る
の
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、
難
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い
問
題
で
あ
る
。
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上田教育長　次代に継承させていく

森田村長　アレルゲン食材不使用献立の工夫に努める

　北嶋議員　温故知新のまちづくりを

木村議員　食物アレルギーのお子さんへの対応は

村の歴史・伝統・
文化について

子どもたちへの安心・安全の
給食の提供について

〈
北
嶋
議
員
〉

　

昨
今
の
村
づ
く
り
に
お
い
て
、

昔
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
は
失
わ

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
村
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

〈
上
田
教
育
長
〉

　

歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
後
世
へ

継
承
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
人
々

が
そ
の
価
値
を
十
分
に
理
解
し
、

世
代
を
超
え
て
後
世
に
残
し
た
い

と
い
う
意
思
が
形
成
さ
れ
、
共
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
新
し
い
施
設
を
整
備
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
歴
史
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
開
拓
記
念
館
や
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー
の
整
備
で
は
開
拓

当
時
の
生
活
や
自
然
空
間
の
保
存

に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
木
村
議
員
〉

　

現
状
で
は
給
食
で
の
除
去
食
等

の
提
供
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
村
で
は
令
和
元
年
10
月
よ
り
保

育
料
や
副
食
費
が
無
償
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
園
児
は
給
食
に
ア
レ
ル
ゲ
ン
食

材
が
入
る
日
は
副
食
を
持
参
し
て

い
ま
す
が
、
費
用
の
補
助
等
を
行

う
考
え
は
。

②
学
校
給
食
調
理
場
改
修
時
に
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
施
設
整

備
に
す
る
考
え
は
。

〈
森
田
村
長
〉

①
国
の
無
償
化
の
基
準
で
は
一
部

実
費
徴
収
で
き
ま
す
が
、
村
で
は

副
食
費
は
保
育
料
に
含
む
も
の
と

し
て
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

保
育
園
で
は
給
食
提
供
日
が
月

18
日
ほ
ど
の
と
こ
ろ
、
ア
レ
ル
ゲ

　

先
人
の
営
み
を
伝
え
る
歴
史
、

文
化
な
ど
が
、
村
民
に
理
解
さ
れ
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、

今
を
超
え
て
さ
ら
に
こ
の
先
も
次

代
に
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
山
崎
副
村
長
〉

　

答
弁
書
に
記
載
し
た
よ
う
な
視

点
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

村
の
歴
史
を
知
ら
な
い
若
い
職

員
に
対
し
て
研
修
の
機
会
を
設
け

な
が
ら
、
村
の
歴
史
を
振
り
返
る

時
間
も
設
け
て
い
く
こ
と
も
必
要

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
も
村

民
参
画
が
重
要
、
情
報
提
供
を
含

め
て
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
だ
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

村
民
参
画
の
手
法
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
以

上
に
意
を

配
し
て
参

り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ン
食
材
を
使
用
せ
ず
皆
が
同
じ
給

食
を
食
べ
ら
れ
る
日
を
12
日
程
度

設
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
持
参

す
る
日
も
あ
り
、
一
部
の
方
に
手

間
と
負
担
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
副
食

費
の
補
助
を
含
め
、
行
政
が
村
民

の
負
担
す
べ
て
に
対
応
す
る
事
は

困
難
で
す
。
可
能
な
限
り
園
児
た

ち
が
同
じ
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
食
材
の
多

様
性
も
維
持
し
て
い
き
た
い
考
え

で
す
。

〈
上
田
教
育
長
〉

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
調
理
ラ
イ

ン
を
設
け
る
に
は
全
面
改
修
・
増

築
し
な
け
れ
ば
難
し
い
状
況
で
、

当
面
は
「
除
去
」と「
代
替
食
の
持

参
」
に
よ
り
学
校
と
保
護
者
で
協

議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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森田村長　設置の予定なし

森田村長　工夫を凝らし婚活支援

船田議員　通信弱者の救済を

宮部議員　今後の取り組みは

新庁舎周辺への
公衆電話ボックスの設置について

今後の配偶者対策の
取り組みについて

〈
船
田
議
員
〉

　

現
在
、
新
庁
舎
周
辺
に
公
衆
電

話
ボ
ッ
ク
ス
が
見
当
た
り
ま
せ
ん

が
、
東
一
条
道
路
は
村
民
の
生
活

道
路
で
あ
り
、
児
童
や
生
徒
の
通

学
路
で
も
あ
り
ま
す
。
防
災
、
防

犯
上
及
び
高
齢
者
な
ど
携
帯
電
話

を
持
た
な
い
弱
者
救
済
の
観
点
か

ら
、
伺
い
ま
す
。

　

今
後
、
東
一
条
道
路
歩
道
上
ま

た
は
、敷
地
内
へ
の
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
見
通
し
や
考
え
方

に
つ
い
て
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〈
森
田
村
長
〉

　

本
村
に
は
設
置
の
基
準
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
総
務
省
で
は
「
市
街

地
に
お
い
て
は
、
概
ね
５
０
０
メ

ー
ト
ル
四
方
に
１
台
」
の
設
置
基

準
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
旧
役
場

庁
舎
前
国
道
に
は
国
が
設
置
し
た

〈
宮
部
議
員
〉

　

配
偶
者
問
題
は
個
々
人
の
考
え

方
も
あ
り
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
少
子
化
・
人
口
減
少
・
行
政

区
・
産
業
衰
退
に
つ
な
が
る
大
変

重
要
な
問
題
と
私
は
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

村
も
８
月
４
日
に
帯
広
信
用
金

庫
と
「
出
会
い
の
場
創
出
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
さ
れ
、

「
お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
の

利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

村
と
し
て
は
利
用
促
進
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
さ
ら

に
今
後
、
村
独
自
の
配
偶
者
対
策

に
取
組
む
考
え
は
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

〈
森
田
村
長
〉

　

平
成
26
年
以
降
、
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
方
式
で
、

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
新

庁
舎
周
辺
は
基
準
距
離
内
と
な
る

こ
と
か
ら
、
移
動
や
新
設
は
難
し

い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
国
の
設

置
基
準
を
「
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四

方
に
１
台
」
に
緩
和
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
最
低
限
の
通
信

手
段
と
し
て
全
く
無
く
す
こ
と
は

な
い
ま
で
に
し
て
も
減
少
さ
せ
る

方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

学
校
側
で
は
危
険
な
状
況
に
遭

っ
た
時
は
、
公
共
施
設
等
の
「
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
」
に
避
難
す

る
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
ピ

ン
ク
電
話
を
設
置
し
て
い
る
な
ど

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
通
信
手
段
の
整
備
状
況

や
安
全
対
策
の
取
組
状
況
か
ら
、

公
衆
電
話
を
増
設
す
る
必
要
性
は

低
い
と
判
断
し
て
お
り
、
新
庁
舎

周
辺
へ
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
設

置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

出
会
い
の
場
づ
く
り
と
交
際
の
き

っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
設
け
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
は
パ
ー
テ
ィ

ー
方
式
を
見
直
し
、
友
達
関
係
か

ら
交
際
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
内
容

を
見
直
し
取
組
み
を
行
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
段
階

で
、
さ
ら
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
婚
活
の
取
組
み
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
真
に
結
婚
を
望
む
方

が
、
交
流
会
方
式
に
こ
だ
わ
ら
ず

婚
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
と
い
う
意
見
を
踏
ま
え
、
帯
広

信
用
金
庫
と
の
「
中
札
内
村
出
会

い
の
場
創
出
事
業
」
の
連
携
に
関

す
る
協
定
書
を
締
結
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
職
業
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
、
安

心
し
て
婚
活
を
で
き
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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９
月
９
日

歳
入

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

 

３
０
０
万
円

　

本
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
か

ら
、
道
の
駅
改
修
事
業
に
対
す
る

寄
附
が
あ
っ
た
も
の
。

内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
制
度
は
、
国
が
認
定
し

た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企

業
が
寄
附
を
し
た
場
合
に
法
人
関

係
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
一
般
の
ふ
る
さ
と
納
税

と
は
違
い
、
基
金
に
積
立
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
一
般
財
源
と
し
て

道
の
駅
の
改
修
事
業
に
充
て
る
こ

と
と
な
る
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
般
会
計
で

３
２
４
８
万
円
の
追
加
、
介
護
保
険
特
別
会

計
で
１
２
０
７
万
円
の
追
加
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
で
１
５
６
万
円
の
追
加
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
７
７
４
万
円
の
減

額
補
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
内
容
と
質
疑
の
主
な
も
の
を
掲
載
し

ま
す
。

歳
出

ま
ち
づ
く
り
推
進
費

六
花
の
森
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

 

△
７
５
２
万
円

　

イ
ベ
ン
ト
中
止
に
伴
い
減
額
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
開
催
に
向
け

て
取
り
進
め
て
き
た
経
費
と
次
年

度
に
向
け
て
テ
ス
ト
を
実
施
し
た

経
費
を
差
し
引
い
た
も
の
を
減
額

す
る
も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

予
防
接
種
業
務
委
託

 

４
７
１
万
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
委
託

 

１
３
４
万
円

　

国
庫
負
担
金
交
付
要
綱
に
お
い

て
時
間
外
接
種
を
行
っ
た
場
合
の

接
種
費
用
が
上
乗
せ
さ
れ
た
こ
と
、

接
種
体
制
の
変
更
に
よ
る
物
品
、

消
耗
品
等
の
購
入
に
伴
い
委
託
料

を
追
加
す
る
も
の
。

今
後
、
12
歳
と
な
る
児
童
に

対
し
て
の
接
種
方
法
は
。

　

ま
た
、
接
種
を
検
討
し
て
い
た

方
た
ち
で
接
種
を
受
け
た
い
と
希

望
さ
れ
た
方
の
手
続
き
方
法
を
確

認
し
た
い
。

年
度
内
に
誕
生
日
を
迎
え
る

児
童
に
は
、
そ
の
月
の
初
め

に
接
種
券
を
送
付
す
る
予
定
で
あ

る
。
10
月
は
診
療
所
で
接
種
で
き

る
よ
う
取
り
進
め
て
い
る
が
、
11

月
以
降
に
つ
い
て
は
、
余
剰
ワ
ク

チ
ン
を
融
通
す
る
ス
キ
ー
ム
が
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
診
療

所
で
接
種
で
き
る
か
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
接
種
を
希
望
さ
れ

た
方
へ
の
対
応
は
12
歳
を
迎
え
た

児
童
へ
の
体
制
と
同
じ
対
応
に
な

る
か
な
と
思
う
が
、
検
討
中
で
あ

る
。

火
葬
場
管
理
費

修
繕
料 

１
１
７
万
円

　

火
葬
場
裏
口
の
ド
ア
等
を
修
繕

す
る
も
の
。

農
業
振
興
推
進
費

堆
肥
化
処
理
施
設
舗
装
補
修
工
事

 

１
３
０
万
円

　

堆
肥
化
処
理
施
設
の
原
料
施
設

前
舗
装
工
事
、
原
料
施
設
内
コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
を
行
う
も
の
。

今
回
は
応
急
的
な
補
修
と
い

う
こ
と
だ
が
、
次
年
度
以
降

に
改
修
を
し
て
い
か
な
い
と
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
改
修
方
法
は
。

原
料
処
理
施
設
か
ら
７
ｍ
前

後
ま
で
の
路
盤
修
繕
を
検
討

し
て
い
る
。
時
期
は
令
和
４
年
度

当
初
予
算
で
計
上
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

堆
肥
化
処
理
施
設
修
繕
工
事

 

７
０
４
万
円

　

堆
肥
化
処
理
施
設
の
発
酵
施
設

の
建
築
養
生
ネ
ッ
ト
の
敷
設
、
第

１
次
発
酵
施
設
の
屋
根
雨
漏
り
を

修
繕
す
る
も
の
。

土
地
改
良
事
業
費

道
営
担
い
手
畑
総
事
業
札
内
川

 

右
岸
北
部
地
区
負
担
金

 

１
６
０
万
円

　

事
業
主
体
で
あ
る
北
海
道
に
お

い
て
、
農
道
工
及
び
区
画
整
理
等

の
工
事
事
業
費
の
精
査
に
伴
い
追

加
す
る
も
の
。

道
営
担
い
手
畑
総
事
業
札
内
川

 

右
岸
南
部
地
区
負
担
金

 

△
１
６
０
万
円

　

事
業
主
体
で
あ
る
北
海
道
に
お

い
て
、
単
独
除
礫
等
の
工
事
事
業

費
の
精
査
に
伴
い
減
額
す
る
も
の
。
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牧
場
管
理
費

修
繕
料 

２
１
４
万
円

　

除
糞
に
係
る
作
業
効
率
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
堆
肥
舎
前
の
通

路
路
盤
及
び
育
成
舎
パ
ド
ッ
ク
支

柱
を
修
繕
す
る
も
の
。

牧
場
用
備
品 

１
１
０
０
万
円

　

草
地
の
施
肥
作
業
に
係
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
散
布
費
用
の
削
減
を
図

る
た
め
に
、
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ

ー
を
購
入
す
る
も
の
。

リ
ー
ス
や
中
古
車
の
購
入
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

フ
ル
キ
ャ
タ
ピ
ラ
と
な
る
と
、

リ
ー
ス
や
中
古
車
で
程
度
の

良
い
物
は
見
つ
か
ら
な
い
。

道
の
駅
関
連
施
設
管
理
費

修
繕
料 

63
万
円

　

豆
資
料
館
の
暖
房
ボ
イ
ラ
ー
が

破
損
し
た
た
め
、
修
繕
を
行
う
も

の
。

道
路
改
修
費

調
査
設
計
委
託 

１
４
８
万
円

　

橋
梁
点
検
の
結
果
、
早
期
に
補

修
措
置
を
講
じ
る
べ
き
橋
梁
が
あ

り
、
次
年
度
に
補
修
工
事
を
行
う

た
め
の
詳
細
補
修
設
計
を
行
う
も

の
。

村
営
住
宅
管
理
費

修
繕
料 

２
５
６
万
円

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
設
備
交
換

が
増
え
た
こ
と
か
ら
追
加
す
る
も

の
。

配
水
池
維
持
管
理
費

修
繕
料 
２
３
１
万
円

　

南
札
内
浄
水
場
に
隣
接
す
る
高

区
第
２
配
水
池
の
水
位
計
が
老
朽

化
に
よ
り
故
障
し
、
取
替
修
繕
を

行
う
も
の
。

下
水
道
事
業
費

下
水
道
調
査
設
計
委
託

 

１
６
０
０
万
円

　

終
末
処
理
場
最
終
沈
殿
池
更
新

工
事
の
取
り
や
め
に
よ
り
余
剰
と

な
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
す
る
た
め
に
、
次
年
度
に

予
定
し
て
い
た
実
施
設
計
を
振
り

替
え
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

工
事
請
負
費 

△
２
４
０
０
万
円

　

下
水
道
の
水
質
悪
化
の
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
終
末

処
理
場
最
終
沈
殿
池
更
新
工
事
を

見
送
る
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
減

額
す
る
も
の
。

見
送
っ
た
工
事
の
今
後
の
対

応
は
。

こ
の
間
、
状
況
が
良
く
な
っ

た
り
、
悪
く
な
っ
た
り
を
繰

り
返
し
て
い
て
、
原
状
回
復
が
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
る
。
対
処
方

法
を
業
者
と
検
討
し
、
こ
の
問
題

が
解
消
さ
れ
て
か
ら
工
事
の
実
施

と
考
え
て
い
る
。

９
月
17
日

診
療
所
管
理
費

修
繕
料 

１
３
８
万
円

　

給
湯
用
減
圧
弁
の
故
障
と
配
管

の
老
朽
化
に
よ
る
サ
ビ
の
剥
離
、

給
湯
循
環
ポ
ン
プ
の
漏
水
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
修
繕
す
る
も
の
。

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
般
会
計
で

１
３
８
万
円
の
追
加
補
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　
　

槇　

志
津
子　

氏

　
　

知
本　

正
幸　

氏

　
　

髙
木　

達
彦　

氏

　
　

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

松
村　

則
行　

氏

　
　

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

川
田　

一
幸　

氏

　
　

中
西　

朋
尋　

氏

　
　

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項

及
び
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
す
る
も
の
。

　

役
場
新
庁
舎
建
設
事
業
に
係
る

継
続
費
の
継
続
年
度
が
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、

地
方
自
治

法
施
行
令

第
１
４
５

条
第
２
項

の
規
定
に

よ
り
報
告

す
る
も
の
。

提
出
者　

中
札
内
村
地
区
連
合
会

紹
介
議
員　

木
村　

優
子

結
果　

採
択

★
同
趣
旨
の
意
見
書
を
関
係
大
臣

並
び
に
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。



７
月
８
日（
木
）　

開
会

会　
　

期　

１
日

審
議
案
件　

議
案
２
件

 

（
原
案
可
決
）
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提
出
者　

宮
部　

修
一

賛
成
者　

中
西　

千
尋

★
意
見
書
は
採
択
と
な
り
、
関
係

大
臣
並
び
に
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

畑
地
か
ん
が
い
施
設
に
係
る
土

地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
土

地
改
良
法
第
96
条
の
２
第
２
項
に

基
づ
き
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
事
業
名

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

◆
対
象
地
区

札
内
川
第
１
地
区
及
び
第
２
地
区

◆
対
象
施
設

札
内
川
頭
首
工　

１
箇
所

札
内
川
導
水
路　

６
９
８
０
ｍ

　

高
等
学
校
等
へ
就
学
す
る
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
教
育
、

子
育
て
環
境
の
充
実
、
村
を
担
う

人
材
育
成
を
目
的
に
、
保
護
者
に

対
し
て
生
徒
１
人
当
た
り
月
額
１

　本来、予算はその年度のすべての歳
入、歳出で編成されるものですが、村
長選挙が行われる年度は、予算編成時
期に政策的な判断ができないため義務
的経費（人件費、消耗品費）や継続的
事業を中心に計上し、政策的な新規事
業は計上せずに編成するのが基本です。
このような形で作成される予算を骨格
予算といいます。
　村長選挙が終わった後速やかに、投
資的事業等の政策的経費（新たな行政
サービス開始による経費など）につい
て十分な検討を行ったうえ、直近の議
会に補正予算として計上します。この
予算を政策予算といいます。
　政策予算は、通称「肉付け予算」と
も呼ばれます。改選期の予算は「骨」
と「肉」。これで覚えましたね！
　補正予算計上とともに、新しい行政
サービス開始に係る条例の改正・制定
なども行います。

万
円
を
支
援
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
し
た
も
の
。

公
約
で
あ
る
「
高
校
生
の
就

学
支
援
事
業
の
新
設
」
に
合

致
す
る
も
の
な
の
か
。

合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

支
援
金
の
金
額
を
１
万
円
に

し
た
理
由
は
。

政
治
的
な
判
断
で
、
一
定
程

度
通
学
費
等
の
負
担
を
減
ら

せ
る
金
額
と
し
て
１
万
円
と
し
た
。

支
援
金
の
財
源
は
。

財
源
は
教
育
振
興
基
金
に
積

立
て
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

最
低
で
も
10
年
程
度
は
事
業
を
実

施
で
き
る
額
と
し
て
１
億
円
か
ら

１
億
２
０
０
０
万
円
を
２
〜
３
年

を
か
け
て
積
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
財
源
は
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
を
想
定
し
て
い
る
。

２期目の森田村政
中札内高校生育成支援金条例、政策予算を審議

令和３年度の予算編成について
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※
主
な
内
容
と
質
疑

防
災
無
線
管
理
費

備
品
購
入
費
（
戸
別
受
信
機
）

 
５
８
３
万
円

　

戸
別
受
信
機
の
在
庫
が
残
り
わ

ず
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

社
会
福
祉
一
般
経
費

恵
津
美
ハ
イ
ツ

 

ベ
ッ
ド
更
新
補
助
金　

 

２
０
０
万
円

　

恵
津
美
ハ
イ
ツ
の
介
護
用
ベ
ッ

ド
更
新
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
。

商
工
振
興
費

宿
泊
助
成
事
業
交
付
金

 

１
７
５
万
円

　

泊
ま
ろ
う
中
札
内
村
宿
泊
費
助

成
事
業
の
増
額
を
行
う
も
の
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
普
及
促
進

 

事
業
交
付
金　

 

４
２
８
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
宿
泊
助

成
及
び
レ
ン
タ
カ
ー
助
成
を
行
う

も
の
。

こ
の
事
業
は
農
村
休
暇
村
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
支
援
を

し
て
い
く
と
い
う
事
業
な
の
か
。

中
札
内
村
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
後

押
し
を
す
る
事
業
で
あ
る
。
実
証

事
業
で
農
村
休
暇
村
と
連
携
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

道
の
駅
関
連
施
設
管
理
費

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

 

設
置
負
担
金　

 

５
７
５
万
円

　

道
の
駅
に
電
気
自
動
車
用
の
急

速
充
電
器
を
設
置
す
る
民
間
事
業

者
に
対
し
て
支
払
う
負
担
金
を
追

加
す
る
も
の
。

急
速
充
電
器
を
設
置
す
る
目

的
は
。

　

ま
た
、
基
本
料
金
等
を
村
が
負

担
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
収
入

は
何
か
あ
る
の
か
。

年
間
70
万
人
近
く
の
方
が
来

ら
れ
る
道
の
駅
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
設
置
す
る
民
間
事

業
者
か
ら
、
金
額
は
確
定
し
て
い

な
い
が
、
還
元
さ
れ
る
制
度
に
な

っ
て
い
る
。

25
ｋ
ｗ
と
50
ｋ
ｗ
で
は
基
本

料
金
に
約
７
倍
の
差
が
あ
り
、

50
ｋ
ｗ
タ
イ
プ
の
充
電
器
が
本
当

に
必
要
な
の
か
。

道
の
駅
に
急
速
充
電
器
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
経

済
効
果
、
観
光
を
含
め
た
中
札
内

村
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
考
え
、
安
い
費

用
に
飛
び
つ
く
の
で
は
な
く
て
、

将
来
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
長
い
目
で

見
て
、
必
要
な
も
の
を
投
資
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
こ
の

よ
う
な
提
案
に
な
っ
た
。

公
園
管
理
費

桜
六
花
公
園
駐
車
場
整
備
工
事

 

１
４
８
３
万
円

　

桜
六
花
公
園
に
駐
車
場
整
備
を

行
う
も
の
。

年
間
、
何
日
も
使
わ
な
い
所

に
１
５
０
０
万
円
も
か
け
て
、

駐
車
場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
他
の
場
所
は
検
討

し
た
の
か
。

最
低
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
以
外

に
桜
を
見
に
い
た
だ
い
て
い

る
方
が
駐
車
す
る
場
所
を
確
保
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

高
額
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
凍
上
防
止
等
の
対
策
を

し
た
駐
車
場
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
と
、
こ
の
金
額
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。

　

ま
た
、
公
園
の
北
側
な
ど
を
検

討
し
た
が
、
断
念
し
て
い
る
経
過

が
あ
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
費

高
等
学
校
就
学
支
援

 

対
策
事
業
補
助
金　

 

１
１
５
２
万
円

　

高
校
生
育
成
支
援
金
条
例
に
基

づ
き
、
高
校
生
の
育
成
に
対
し
て

支
援
を
行
う
も
の
。

中
札
内
小
学
校
管
理
費

外
部
塗
装
・
屋
上
防
水
等

 

設
計
委
託　

 

１
２
６
５
万
円

　

校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
の
改
修

に
伴
う
設
計
委
託
を
行
う
も
の
。

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
管
理
費

可
動
席
修
繕
工
事　

 

１
８
７
２
万
円

　

可
動
席
の
劣
化
部
品
の
交
換
修

繕
を
行
う
も
の
。

反
対
討
論
（
北
嶋
議
員
）

　

桜
六
花
公
園
の
駐
車
場
を

整
備
す
る
こ
と
に
は
賛
成
だ

が
、
駐
車
場
整
備
予
定
地
に

あ
る
木
を
植
え
た
人
の
気
持

ち
も
わ
か
ら
ず
切
っ
て
し
ま

う
の
は
も
う
少
し
考
慮
し
て

あ
げ
る
べ
き
だ
。
今
の
提
案

状
況
の
中
で
は
反
対
。

　
桜
の
見
学
の
み
で
は
な
い
、

何
ら
か
の
形
の
公
園
利
活
用

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

賛
否
一
覧

　

（
賛
成
〇　

反
対
●
）

　

木
村　
　

優
子　
　

○

　

中
西　
　

千
尋　
　

○

　

黒
田　
　

和
弘　
　

○

　

大
和
田　

彰
子　
　

●

　

北
嶋　
　

信
昭　
　

●

　

船
田　
　

幸
一　
　

○

　

宮
部　
　

修
一　
　

○

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
５
反

対
２
で
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
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行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
が
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
発
行
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
発
行
に
係
る
手
数
料
の
徴
収

事
務
を
市
町
村
長
に
委
託
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
本
村
条
例
に

規
定
す
る
手
数
料
の
徴
収
根
拠
が

不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
村
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

街
路
灯
・
防
犯
灯
の
照
明
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
替
を
行
う
た
め
、

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
防

災
資
機
材
譲
渡
事
業
に
よ
り
、
３

７
９
５
万
円
に
年
金
利
０
．
１
％

を
加
え
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
債

務
負
担
行
為
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
取
得
を
取
り
進
め
る
も
の
。

節
電
の
た
め
１
灯
点
灯
と
な

っ
て
い
た
国
道
沿
い
の
街
路

灯
は
、
２
灯
点
灯
と
な
る
の
か
。

今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

す
べ
て
を
点
灯
さ
せ
る
考
え

で
あ
る
。

上
札
内
地
区
の
街
路
灯
の
３

か
所
が
切
れ
て
い
る
。
取
替

の
際
に
切
れ
て
い
る
場
所
か
ら
取

替
を
行
っ
て
も
ら
え
る
の
か
確
認

し
た
い
。

業
者
と
打
合
せ
を
行
い
、
早

め
に
取
り
換
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
札
内
浄
化
セ
ン
タ
ー

 

計
器
盤
更
新
工
事　

 

１
億
４
０
８
０
万
円

　

令
和
４
年
３
月
10
日
ま
で
の
工

期
で
、
大
昭
電
気
工
業
株
式
会
社

と
工
事
請
負
契
約
す
る
こ
と
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

中
札
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
中
央
監
視
装
置
更
新
に
伴
い
、

工
事
対
象
機
器
の
計
装
変
換
基
盤

１
面
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
監
視
装
置
一
式
等

の
更
新
を
行
う
も
の
。

 

※
主
な
内
容
と
質
疑

総
務
一
般
経
費

産
業
廃
棄
物
処
理
委
託

 

２
０
７
万
円

　

旧
役
場
庁
舎
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
排
出
し
た
備

品
等
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理

す
る
も
の
。

役
場
庁
舎
等
の
備
品
、
消
耗

品
等
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て

処
理
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

処
理
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

金
属
類
は
鉄
く
ず
と
し
て
売

払
い
を
す
る
。
処
理
で
き
な

い
も
の
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処

理
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
福
祉
一
般
経
費

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

 

施
設
整
備
補
助
金　

 

２
３
８
９
万
円

　

ポ
ロ
シ
リ
福
祉
会
の
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
か
し
わ
荘
」

の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
え
の
た
め
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
。
な
お
、

特
定
財
源
と
し
て
、
福
祉
基
金
を

充
て
る
。

か
し
わ
荘
移
転
に
関
し
て
、

地
域
住
民
に
対
す
る
地
域
説

明
会
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

上
札
内
と
２
区
の
区
長
に
説

明
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
行
政
区
の
住
民
に
は
区
長
か

ら
説
明
を
し
、
特
に
意
見
は
出
さ

れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

土
地
改
良
事
業
費

道
営
農
道
整
備
特
別
対
策
事
業

 

中
島
地
区
負
担
金　

 

４
５
０
万
円

　

中
島
東
５
線
道
路
路
肩
拡
幅
工

事
に
お
け
る
年
度
内
の
予
算
調
整

に
伴
う
事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も

の
。

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
費

と
か
ち
広
域
消
防

 

事
務
組
合
負
担
金　

 

18
万
円

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
か
ら
高
規
格
救
急

車
の
寄
贈
を
受
け
、
高
規
格
救
急

車
に
対
す
る
艤
装
及
び
救
急
資
機

材
等
の
整
備
を
す
る
に
あ
た
り
、

必
要
な
経
費
を
負
担
金
と
し
て
支

出
す
る
も
の
。

車
体
以
外
の
機
材
等
に
か
か

る
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

約
２
２
０
０
万
円
程
度
の
予

定
。

７
月
28
日（
水
）　

開
会

会　
　

期　

１
日

審
議
案
件　

議
案
４
件

 

（
原
案
可
決
）

第
５
回
臨
時
会
（
７
月
28
日
）
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次の定例会は12月です
日程が決まりましたら情報無線等でお知らせします。
議会中継は YouTube で配信しています。
（「中札内村議会」で検索！）

　　　　　右記のＱＲコードより
　　　　　アクセスできます。

　

来
年
で
自
分
も
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
。
ジ
イ
サ
ン
に
な
っ
た
が
、
自
分
と
し
て

は
ま
だ
ま
だ
元
気
で
、
74
歳
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

十
数
年
前
か
ら
趣
味
と
し
て
始
め
た
の
が
、
コ
マ
イ
・
チ
カ
・
ニ
シ
ン
・
ア
キ
ア
ジ

な
ど
の
海
釣
り
や
広
尾
・
大
樹
港
で
の
釣
り
。
そ
し
て
自
分
の
愛
車
は
中
古
で
買
っ
た

ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
プ
ラ
ド
３
０
０
０
で
、
現
在
25
万
キ
ロ
を
突
破
。
１
週

間
は
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
車
内
に
は
蓄
電
池
・
小
型
冷
蔵
庫
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
鍋

な
ど
を
完
備
し
、
助
手
席
を
ベ
ッ
ド
に
し
て
い
る
。

　

今
年
は
知
人
に
誘
わ
れ
て
、
瀬
棚
で
ホ
ッ
ケ
釣
り
に
初
挑
戦
。
風
が
強
く
釣
り
の
ポ

イ
ン
ト
も
分
か
ら
ず
、
森
町
・
余
市
町
・
小
樽
市
に
も
行
っ
た
が
何
も
釣
れ
な
か
っ
た
。

残
念
で
な
ら
な
い
。

　

帰
っ
て
き
て
か
ら
色
々
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
は
釣
り
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
で
の
釣

り
や
旅
を
通
じ
、
人
と
出
会
い
、
色
々
な
話
を
し
て
、
色
々
な
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思

っ
た
。
こ
れ
か
ら
何
年
元
気
で
い
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、『
釣
れ
な
く
て
も
い
い
、

で
も
釣
れ
た
ら
、
な
お
う
れ
し
い
』。
こ
の
気
持
ち
で
、
愛
車
50
万
キ
ロ
突
破
を
目
標
に
、

自
分
も
元
気
で
残
り
少
な
い
人
生
を
大
い
に
楽
し
み
た
い
。 

（
北
嶋　

信
昭
）

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
産
業
文
教
常
任
委
員
会

村
内
合
同
所
管
事
務
調
査

　

８
月
19
日
（
木
）
に
堆
肥
化
処
理
施
設
と
大
規
模
草
地
育
成
牧
場

を
調
査
し
ま
し
た
。

★
堆
肥
化
処
理
施
設

　

施
設
内
通
路
及
び
発
酵
施
設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　

原
料
施
設
と
発
酵
施
設
の
間
の
施
設
内
通
路
は
、
路
盤
材
が
50
㎝
、

敷
地
全
体
が
盛
り
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
場
の
凍
上
の
影
響
も
あ

り
、
舗
装
の
凹
凸
が
激
し
く
、
特
に
原
料
施
設
前
は
か
な
り
低
く
な

っ
て
お
り
、
作
業
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
雨
水
ま
す
の

周
辺
に
つ
い
て
も
、
冬
場
の
凍
上
等
の
影
響
に
よ
り
陥
没
し
、
現
在

は
機
能
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
酵
施
設
の
天
井
に
設
置
し
て
い
る
タ
イ
ト
フ
レ
ー
ム
が
、

腐
食
に
よ
り
落
下
し
、
今
後
も
落
下
が
続
く
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
内
通
路
の
修
繕
に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

修
繕
工
事
の
内
容
、
方
法
を
精
査
し
て
、
工
事
費
の
軽
減
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
発
酵
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
人
命
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
か
ら
止
む
を
得
な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
も
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

★
大
規
模
草
地
育
成
牧
場

　

パ
ド
ッ
ク
と
堆
肥
舎
間
の
通
路
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
任
命
式

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
任
命
式

　

９
月
７
日
（
火
）
に
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

任
命
式
を
役
場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
し
た
後
、
議

会
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
し
ま
し
た
。

　

パ
ド
ッ
ク
と
堆
肥
舎
間
の
通

路
は
、
堆
肥
舎
側
が
低
く
、
堆

肥
舎
と
の
間
に
段
差
が
生
じ
て

お
り
、
現
状
で
は
、
糞
尿
を
パ

ド
ッ
ク
か
ら
直
接
堆
肥
舎
に
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
で
押
し
出
せ
な

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

修
繕
は
、
大
規
模
草
地
育
成

牧
場
の
適
正
な
管
理
に
は
必
要

な
修
繕
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
も
引
き
続
き
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
望
み
ま
す
。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

村
内
農
作
物
作
況
調
査

　

村
農
業
委
員
会
と

の
合
同
調
査
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
た
め

中
止
し
、
十
勝
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
作
況
調
査
資
料
を

基
に
、
本
年
の
作
柄

に
つ
い
て
、
委
員
に

よ
る
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

　

小
麦
は
稈
長
、
穂

長
は
長
い
も
の
の
穂

数
が
少
な
く
、
収
量

不
足
が
心
配
さ
れ
た

も
の
の
、
収
穫
作
業

が
短
期
間
の
７
日
で

順
調
に
進
み
、
収
量

は
前
年
を
１
６
５
㎏

上
回
り
ま
し
た
。

　

豆
類
で
は
、
小
豆
は
７
月
中
旬
の
高
温
に

よ
る
花
落
ち
、
８
月
上
旬
の
多
雨
に
よ
り
徒

長
傾
向
に
あ
る
た
め
、
収
量
は
平
年
を
下
回

る
見
込
み
。
大
豆
、
手
亡
は
茎
長
と
莢
数
が

並
か
多
く
、
収
量
は
平
年
以
上
の
見
込
み
。

金
時
は
小
粒
や
し
わ
が
目
立
ち
、
７
月
の
高

温
に
よ
り
葉
が
焼
け
る
症
状
が
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
平
年
を
下
回
る
見
込
み
。

　

馬
鈴
し
ょ
（
澱
原
専
用
品
種
）
は
、
収
量
、

澱
粉
価
と
も
に
前
年
を
上
回
る
見
込
み
。

　

て
ん
菜
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
高
温

に
よ
り
、
生
育
が
緩
慢
に
な
っ
た
も
の
の
、

８
月
の
降
雨
に
よ
り
回
復
し
、
収
量
は
平
年

並
以
上
の
見
込
み
。

実
施
日　

９
月
７
日
（
火
）

調
査
の
内
容

氏　　　名 行政区
北　村　美　佐 ６ 　 区
金田一　良　彦 ２ 　 区
佐々木　順　子 めぐみ区
砂　田　仁　司 上 札 内
竹　田　孝　行 西 戸 蔦
中　山　千代子 ときわ野
藤　村　鮎　美 ６ 　 区
山　口　　　円 東 戸 蔦
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